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鳩の巣原理について

１ 鳩の巣原理について

数学Ａの教科書（実〇出版、新高校数学 A）のコラムに鳩の巣原理（部屋割り論法）につ
いて記載されていたので、興味を持ち、調べてレポートにまとめてみました。

教科書の内容としては、 のように、1→4→2→8→5→7

→1→4→2→8→5→7→・・・と、決まった数（1,4,2,8,5,7）が循環します。また、６回割り算
をした余りは順に 3→2→6→4→5→1と循環し、１から６までの数が全部出てきます。したがっ
て、７回目の割り算には必ず前と同じ余りが出てくることになります。（一般に、 を で割

ると、 回以内に必ず同じ余りが現れる。）

この結果が分かれば、 、 、 、 、 の値は計算しなくても、 、

、 、 、 のように求められる、と

いうものでした。

鳩の巣原理（部屋割り論法）とは・・・鳩の数と巣の数が同じとき、どの鳩も平等に１つの巣

に入ることができます。しかし、鳩の数が巣の数を上回るとき、１つの巣に複数羽の鳩を入れざ

るを得ません。このように、「ｎ個の巣に対し、ｎ＋１羽の鳩を入れると、少なくとも１つの巣

には２羽以上の鳩が入ることになる」という考え方（原理）を鳩の巣原理（部屋割り論法）とい

います。

「鳩の巣原理は数え上げ問題の例の一つで、一対一対応ができない無限集合など、多くの形式

的問題に適用できる。この原理に関する最初の記述は、ディリクレが 1834 年に

"Schubfachprinzip"（「引き出し原理」）の名前で書いたものであると信じられている。また、デ
ィリクレが発見したためディリクレの原理と呼ばれることもある。」（Wikipediaより）
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２ 鳩の巣原理（部屋割り論法）に関する問題

（１）５人以上のグループの中には、血液型（Ａ、Ｂ、Ｏ、ＡＢの４種類とする）が同じ人たち

が必ずいます。また、３人以上のグループの中には、性別（男、女の２種類とする）が同じ人た

ちが必ずいます。血液型と性別の組合せは全部で８通りのため、９人以上のグループの中には血

液型と性別の両方とも同じ人たちが必ずいることになります。

血液型と性別と誕生日（２月２９日を含めて３６６種類とします）がすべて同じ人たちが必ず

いることになるのは、何人以上のグループのときですか。（2013 数学検定３級）

（解答）

４×２×３６６＝２９２８、

２９２８＋１＝２９２９（人）（血液型、性別、誕生日が全て同じ人が必ずいるための条件は２

９２８人よりも多くなければいけない。つまり、これよりも１人多い２９２９人いればよい。）

この問題に関連して、桜美林大学の芳沢光雄先生は、

「ここに９人いると、性別（男、女）と血液型（Ａ、Ｂ、ＡＢ、Ｏ）が一致する２人が必ずいる。

それは、性別と血液型の組は全部で８通りだからである」

「ある２人の日本人は、誕生日の月と日、生まれた時刻の時と分、血液型、住所地の都道府県名

がすべて一致する。なぜならば、誕生日の月と日で３６６日あり、生まれた時刻の時と分で２４

×６０通りあり、血液型で４通りあり、住所地の都道府県名で４７通りある。したがって、それ

らの組が全部でいくつあるかを考えると、それらの数字をすべて掛け合わせた数字になるので、

３６６×２４×６０×４×４７＝９９０８万３５２０（通り）となる。ところが、日本人の人口

は１億２千万人を超えているので、鳩の巣原理により、現在生きているある２人の日本人は誕生

日の月と日、生まれた時刻の時と分、血液型、住所地の都道府県がすべて一致するのである」

と新聞の記事で述べています。

（２）１辺の長さが２の正三角形の内部に、任意に５個の点をとったとき、その内部の２点で、

距離が１以下となるものが少なくとも１組存在することを示せ。（広島大学）

（証明）

正三角形を１辺の長さが１の正三角形に分割すると、図のように４つに

分けることができる。この内部に５個の点をとるので、鳩の巣原理から、少なく

とも２つは同じ正三角形の周または内部に存在することになる。そのときの２点

間の距離は１以下である。



（３）座標空間内で、その座標が全て整数である点のことを格子点という。9個の格子点が与え
られたとき、そのうちの 2点の中点がまた格子点となっているものが少なくとも 1組は存在す
る。（広島大学）

（解答）

座標空間上の格子点の偶数、奇数のパターンについて、

（ ）＝ (偶、偶、偶)（偶、偶、奇）（偶、奇、偶）（偶、奇、奇）（奇、偶、偶）（奇、偶、

奇）（奇、奇、偶）（奇、奇、奇）の 8通りが考えられる（偶数は偶、奇数は奇と表した）。偶数

と偶数、奇数と奇数の和が偶数となるから、格子点と格子点の中点がまた格子点となるには、2

点の 座標、 座標、 座標の偶奇が完全に一致すればよい。鳩の巣原理より、9個の格子点が

与えられたとき少なくとも 2点が同じ偶奇のパターンになる。

この 2点の中点は格子点となる。

（４）分数 （ は互いに素な自然数）が無限小数になるとき、循環小数になることを示せ。

（解答）

任意の自然数を で割って割り切れないとき、余り は、1≦ ＜ 、つまり０から まで

の 通りしかない。したがって、 回以上割り算を繰り返していくと、鳩の巣原理から、

必ず同じ余りになるときが現れる。これ以降は循環する。（ 回目には以前と同じあまりが出て

くる）

（５）相異なる 個の整数から２つの整数を選ぶと、その差が の倍数になるものがあるこ

とを示せ。（早稲田大学）

（解答）

任意の整数を で割ると、余り は、0≦ ＜ 、つまり、0から までの 通りである。し

たがって、相異なる 個の整数を で割ると、鳩の巣原理から、少なくとも２つは同じ余り

になる。それらを 、 とおく（ は整数で、 は、0～ のいずれかの整数）。

差をとると、 － ＝ となり、 は整数だから は の倍数。

（６）任意に与えられた相異なる４つの整数 から、適当に 2つの整数を選んで

その差が３の倍数となるようにできる。このことを証明せよ。（神戸大学）

（解答）

整数を３で割った余りで分類すると、 を整数として 、 、 の 3種類のグループ
に分類できる。相異なる整数が４つ与えられたとき、鳩の巣原理より同じグループに属するもの

が少なくとも２つ存在する。それらを , とおく（ は１～４のいずれ

かの整数。 は整数で、 は０～２のいずれかの整数）。 と の差をとると、 －

＝ となり、 は整数だから は 3の倍数。
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